





































































































































の 形に 引きこみて 立てられたる、この 三百年前の 遺跡を 
望むごとに、心の 恍
くわうこつ
惚と なりて しばし たたずみしこと 幾たびなるを 知らず。






















つき 汚れたりとも 見えず。我が 足音に 驚
かされて 顧みたる 面
おもて
、余に 詩人の 筆 なければ これを 写すべくもあらず。この 青く 
清らにて 物問ひたげに 愁ひを 含める 目
まみ





は、なにゆゑに 一顧したるのみにて、用心深き 我が 心の 底までは 徹したるか。
－ 75 －
（96）





憫の 情に 打ち勝たれて、余は 覚えず そばに 寄り、「な
にゆゑに 泣きたまふか。ところに 係累 なき 外
よそびと
人は、かへりて 力を 貸しやすきことも 
あらん。」と 言ひかけたるが、我ながら 我が 大胆なるに あきれたり。
　　　彼は 驚きて 我が 黄なる 面
おもて
を うち守りしが、我が 真率なる 心や 色に あらわれたり





れたる 涙の 泉は また あふれて 愛らしき 頰
ほほ
を 流れ落つ。
　　　 「我を 救ひたまへ、君。わが 恥なき 人と ならんを。母は わが 彼の 言葉に 従はね
















に 送り行かんに、まず 心を 鎮めたまへ。声を な 人に 聞かせたまひそ。こ
こは 往来なるに。」彼は 物語するうちに、覚えず 我が 肩に 倚
よ
りしが、この 時 ふと 
頭
かしら





女の あとに つきて、寺の 筋向かひなる 
大
おほ ど
戸を 入れば、欠け損じたる 石の 梯
はしご





女は さびたる 針金の 先を ねぢ曲げたるに、手を 掛けて 













































の 光に 透かして 戸を 見れば、エ
ルンスト・ワイゲルトと 漆もて 書き、下に 仕立物師と 注したり。これ すぎぬといふ 
少
をと め





















手には 粗末に 積み上げたる 煉
れんぐわ











 あり。伏したるは 亡き 人なるべし。かまどの そばな
る 戸を 開
ひら
きて 余を 導きつ。この ところは いはゆる 「マンサルド」の 街に 面したる 
一
ひと ま
間なれば、天井も なし。隅の 屋根裏より 窓に 向かひて 斜めに 下がれる 梁
はり
を、紙
にて 張りたる 下の、立たば 頭
かしら
の つかふべき ところに 臥
ふし ど











































りたる 言葉にて 言ふ。「許したまへ。君を ここまで 導きし 心なさを。君は 
善き 人なるべし。我をば よも 憎くみたまはじ。 明日に 迫るは 父の葬
はふ
り、たのみに 
思ひし シヤウムベルヒ、君は 彼を 知らでやおはさん。彼は「ヴイクトリア」座の 
座
ざがしら
頭なり。彼が 抱へと なりしより、はや 二
ふたとせ
年 なれば、事なく 我らを 助けんと 思ひ
しに、人の 憂ひに つけこみて、身勝手なる 言ひかけせんとは。我を 救いたまへ、君。
金をば 薄き 給金を さきて 返しまゐらせん。よしや 我が 身は 食らはずとも。それも 
ならずば 母の 言葉に。」 彼は 涙ぐみて 身を ふるはせたり。その 見上げたる 目
まみ
には、
人に 否とは 言わせぬ 媚
びた い
態 あり。この 目の はたらきは 知りてするにや、また 自らは 
知らぬにや。
　　　我が かくしには 二、三「マルク」の 銀貨 あれど、それにて 足るべくもあらねば、
余は 時計を はづして 机の 上に 置きぬ。「これにて 一
いち じ
時の 急を しのぎたまへ。質屋













だしたる 手を 唇に あてた


















　　⑵　「我を 救ひたまへ、君。わが 恥なき 人と ならんを。母は わが 彼の 言葉に 従　　　　
はねばとて、我を 打ちき。
　　　　　　　　　　　　　　↓




　　⑷　明日に 迫るは 父の 葬
はふ






年 なれば、事なく 我らを助けんと 思ひしに、人の 憂ひに つけこみて、身　　　　
－ 73 －
（98）
勝手なる 言ひかけせんとは。我を 救いたまへ、君。金をば 薄き 給金を さきて 　　　












































































































































①の読みが、補助発問で網羅しきれない「彼は 涙ぐみて 身を ふるわせたり。その 見上げ
たる 目
まみ
には、人に 否とは 言わせぬ 媚
びた い
態 あり」などの描写から、エリスのたくましい性格
の一面や必死さを前景化させたものになっていることである。これに対し、⑵②の読みは、
－ 69 －
（102）
エリスは座長だけが唯一の頼りと考えていたという解釈に立脚し、エリスの弱さを前面に押
し出し、誰かにすがらねばならない人物像を前景化させたものになっている。
　⑶にあたるものとして、これからどうするべきか当てもないままエリスが途方に暮れてい
たという内容のものが見られた。これは「羅生門」の語り手が門前にたたずんでいた下人の
心情を読者に説明する場面の記述とほぼ同内容の記述であり、門前の人という類似関係から、
他の小説教材の影響を受けて解釈を作ったものと見なせる。篠原武志（2006）には学習者が
豊太郎と「山月記」の登場人物、李徴との人物造詣の類似を見出している例もあり、他の定
番教材が教材「舞姫」の読みの形成に大きな影響を与えている可能性もある。
7 ．おわりに
　以上、本稿では、「舞姫」におけるエリスの「不在」について教材分析と考察を行い、こ
のエリスの「不在」を補填する際の学習者の読みの傾向を分析し、報告した。
　教材分析からは、エリスの「不在」が主人公の一人称限定の視点から語られることで生じ
る「空所」であることを指摘した。また、その「不在」を推察し補填するための根拠や象徴
的な描写、情景描写が様々な場所へ配置されていることも指摘した。
　これらの考察を通して「不在」に関わる効果について次の点を指摘した。まず、修辞的な
効果についてである。「不在」を推察し補填することで語り手以外の視座の獲得が可能となり、
ヒロイン等の人物に学習者が同化する回路が開かれる可能性が生じる。それにより、状況や
心情の把握がより鮮明になることについて触れた。続いて、「不在」を推察し補填する行為
そのものが、劇的さやダイナミズムを生むことを指摘した。それに加えて、「不在」を推察
し補填した後に、それを元にして自身の読みを再編成することが可能なことに言及した。ま
た、「書き方」や作者に目を向け、それとの比較から自身の読みそのものを学習者が相対化
して把握することにより、自らの読みの傾向の把握に繋がる可能性を指摘した。そのような
行為によって、自身の読みの傾向以外の読みが生み出される可能性があることにも言及した。
　また、学習者の「不在」の補填の傾向には 3つの観点があったことを指摘した。
　課題としては、エリスの「不在」を推察し補填するという作業の特性上、エリスの行為を
一歩引いた立場から眺める批判的な読みの生成を隠す可能性もあるということが挙げられる。
また、それは同時に書き方から注意が逸れる可能性が生じるということでもある。これらは
本稿では検証が不十分であった、学習者が自身の読みの傾向を把握し、それを基盤として新
たな読みを創出することとも関わりのある課題である。そのため、上記 2つの発問に加えて、
『「不在」が文章中にあることでどのような効果が生まれると考えられるか』といった発問を
行い、学習者が自ら考える機会を提供することで、表現や「書き方」へ着目を促す必要もあ
－ 68 －
（103）
るとも考えられる。
　また、他教材における「不在」にはどのようなものが具体的に存在するのかということを
明らかにすることや、「舞姫」と他の定番小説教材との関連性や順序性について検討するこ
とも今後の課題である。
注
⑴　授業では東京書籍刊行の『精選現代文』（2010 年度版）を使用した。なお、本稿での　　
場面分けは、上記教科書に従った。
⑵　発問は状況により調整可能である。⑴の発問は省略することも可能であり、⑵の発　　
問はエリスの行動の一部始終がより示され易いものにすることができる。
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